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１．はじめに
　国連持続可能な開発会議（リオ＋ 20）は、2012 年 6 月 20 日から 22 日にかけて、ブラ
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能な発展に関する議論が行われた 1）。最終日には、成果文書の「我々の求める未来（The 




　リオ＋ 20 は、1992 年に開催された国連環境開発会議（地球サミット）から 20 年を経
過したことを機に開催された。20 年前に開催された地球サミットでは、21 世紀の環境と
開発に関する政策課題と解決の方向性をまとめたリオ宣言とアジェンダ 21 が採択された
3）。2002 年には地球サミットの 10 周年を機に、リオ宣言とアジェンダ 21 をフォローアッ
プする会議として持続可能な開発に関する世界首脳会議が南アフリカのヨハネスブルグで
開催された。この会議では、アジェンダ 21 の実施状況を踏まえ、その後の取組みの強化
































2012 年 1 月に公開された成果文書のゼロドラフト（以下、ゼロドラフトと略記）の発表
までと、2012 年 6 月の成果文書の採択までの二つの時期に分けて検討を行う。続いて、





　リオ＋ 20 の開催は、2007 年 9 月の第 62 回国連総会において、ブラジル政府が地球サミッ
トから 20 年を機に同会議のフォローアップ会合をリオ・デ・ジャネイロで開催すること
を提案し、2009 年 12 月の第 64 回国連総会において、国連決議 64/236 が採択されたこと







　リオ＋ 20 プロセスの初めての公式会合である第 1 回準備委員会は、2010 年 5 月 17 ～





組織・ステークホルダーに対するアンケート調査の実施（提出期限：10 月 31 日）や、追
加的な非公式会合の開催などが決定された 9）。
　2011 年 1 月 10・11 日に開催された第 1 回非公式会合と、3 月 7・8 日に開催された第 2
回準備委員会では、リオ＋ 20 の目的とテーマに関し記載した事務総長レポートと、アン
ケート調査結果をまとめた統合レポートに基づき、意見交換が行われた。なお、アンケー
ト調査は、1 月 18 日までに合計で 108 件の回答が得られ、その内訳は、加盟国から 49 件（内、
先進国・EU が 24 件、発展途上国・新興国が 25 件）、メジャーグループから 32 件、国連
組織から 27 件であった 10）。
　第 2 回準備委員会においては、ゼロドラフトを準備するためのプロセスについての決定
がなされた。その内容は、全ての加盟国・関連する国連機関およびステークホルダーに対
し 2011 年 11 月 1 日までに書面でインプット・提案を行うことを奨励、ビューローに対し
2011 年 12 月の第 2 回非公式会合にてそれらのインプット・提案のとりまとめ文書を加盟
国および他のステークホルダーに提示することを要請、共同議長に対し遅くとも 2012 年
1 月上旬までに成果文書のゼロドラフトを発表することを要請などである 11）。そして第 2
回準備委員会から約 1 週間後の 2011 年 3 月 14 日に、インプットに関する共同議長による
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び地域（regional）レベルでの地域準備会合が開催され、11 月 1 日のインプット提出締切
を経て、12 月 15・16 日に第 2 回非公式会合が開催された。提出されたインプットは、合
計 677 件で、全てを足し合わせると 6,000 頁にもなるという。そのうち 493 件がメジャー
グループによるもの、100 件が政府によるもの、5 件が EU や G77/ 中国などの政治グルー
プによるもの、5 件が地域準備会合によるもの、74 件が国連組織・国際組織によるもので
あった 13）。第 2 回非公式会合では、インプットの統合レポートが示されるとともに、ゼロ
ドラフトの構成や含まれるべき内容について議論が行われ、それを踏まえて、ゼロドラフ
トは、2012 年 1 月 10 日に発表された 14）。なお、ここまでの経過をまとめたものが図表１
である。




2007 ～ 2010 年
2007 年 9 月 第 62 回国連総会：ブラジル政府が 2012 年にリオ＋ 20 を開催することを
提案
2009 年 12 月 第 64 回国連総会：国連決議 64/236 が採択され、リオ＋ 20 開催が正式決
定
2010 年 5 月
17 ～ 19 日
第 1 回準備委員会： 2010 年 10 月 31 日を提出期限とするアンケート調査
実施を決定
2011 年
1 月 10・11 日 第 1 回非公式会合
3 月 7・8 日 第 2 回準備委員会：ゼロドラフト作成に向け、加盟国・関連する国連機関・
ステークホルダーに対し、2011 年 11 月 1 日までにインプット・提案を奨励
3 月 14 日 共同議長によるインプットに関する手引きが発表
6・7 月 サブ地域（sub-regional）準備委員会（カリブ海諸国、大西洋・インド洋・
地中海・南シナ海島嶼国、太平洋島嶼国）
9 ～ 12 月 地域（regional）準備会合（ラテンアメリカ・カリブ海諸国、アラブ地域、
アジア・太平洋地域、アフリカ地域、欧州地域）
11 月 1 日 成果文書へのインプット提出締切
12 月 15・16 日 第 2 回非公式会合
2012 年


























　　A. 3 つの柱の強化 / 改革 / 統合 <44>
　　B. 国連総会 (GA)、社会経済理事会 (ECOSOC)、持続可能な開発委員会 (CSD)、
　　　 持続可能な開発理事会 (SDC) に関する提案 <45-49>
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　⑶ 成果文書採択までの交渉経緯
　ゼロドラフト発表以降の成果文書交渉は、1 月 25 ～ 27 日の 3 日間、3 月 19 ～ 27 日の
7 日間、4 月 23 日～ 5 月 4 日の 10 日間、5 月 29 日～ 6 月 2 日の 5 日間、6 月 13 ～ 15 日
の 3 日間、6 月 16 ～ 19 日の 4 日間の合計 31 日間で行われた。これらの期間中の多くで、
交渉は朝 10 時～夜 10 時ごろまで（1 回 3 時間の交渉 3 セッション＋各種サイドイベント
など）精力的に行われた。
　成果文書の具体的交渉を開始するにあたり、各国・関連する国連機関・ステークホル
ダーは、1 月 23 日までにゼロドラフトのⅠ・Ⅱ章についての、2 月 17 日までにⅢ～Ⅴ章




















多く聞かれた 17）。進捗状況としては、第 1 回成果文書交渉会合の最終日となる 23 日にⅤ
章までを一通り読み終え、26・27 日は G77/ 中国による各国からのコメントの応答（を数
時間で行うよう共同議長から促されたのが、実質的にはパラグラフ毎に G77/ 中国の主張
の繰り返し）に 1 日半費やされた後、2 周目のⅢ章途中を読んでいる所で閉会となった。
開会時の共同議長の要請に反し、閉会時の文書は 204 頁となった。
　この 204 ページの文書に、各国の異なるポジションや提案のギャップを埋めることを目
的に作成された共同議長テキストが追加挿入され、273.5 頁となった新たな文書が 4 月 19
日に配布された。したがってこの新たな文書には、ゼロドラフトのオリジナルのテキスト、
ゼロドラフトに各国修正案を記載したテキスト、共同議長テキストが混在していた。

















を受け、5 月 29 日～ 6 月 2 日に追加的に 1 週間の交渉を行うことが伝えられるとともに、
リオ＋ 20 事務局長を務める Sha Zukang 氏から、リオでの第 3 回準備委員会には、90％
以上の合意がなされた上で臨みたいとの発言がなされた。
　ニューヨークでの最後の交渉機会となった第 3 回成果文書交渉会合は、5 月 22 日に配
布された約 80 ページ、290 パラグラフ（内、合意は 17 パラグラフ）の議長提案文書 18）に
基づき行われた。この新たな文書での大きな変更点は、前回会合までの G77/ 中国の要望
を受ける形で、Ⅴ章を分割し、それまでⅤ章に含まれていた実施手法をⅥ章に移したこと
である。交渉は、初めの 3 日間は、Ⅴ・Ⅵ章を担当するワーキンググループ 1 とⅠ～Ⅳ章
を担当するワーキンググループ 2 の二つのグループで交渉が行われた。残りの 2 日間は、
二つのワーキンググループの下に、さらにテーマごとの複数の小グループ（ワーキンググ
ループ 1 の下には、例えば、持続可能な消費と生産、化学物質と廃棄物、水などの 19 グルー









　リオ＋ 20 本会合の直前の 6 月 13 ～ 15 日にリオ・デ・ジャネイロで開催された第 3 回
準備委員会では、前回のニューヨーク会合で用いられた文書を継続し、引き続き小グルー
プによる交渉が行われた。ワーキンググループ 1 は、Ⅴ章 A の持続可能な消費と生産・水・
気候変動や、災害・雇用など特定テーマに関する七つの小グループと、Ⅴ章 B の SDGs、
およびⅥ章の実施手段を対象とする小グループの合計 8 グループで構成された。ワーキン
ググループ 2 の小グループは文書のⅠ・Ⅱ章、Ⅲ章、Ⅳ章を対象とする 3 グループで構成
された。交渉自体は、ワーキンググループ 1 の八つのうちの 3 グループとワーキンググルー
プ 2 の 3 グループの合計 6 グループが並行する形で進行した。各グループにより、進行方
− 16−
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年 1 月から本会合までの経過をまとめたものが図表 3 である。
図表３：2012 年 1 月からの交渉経過
2012 年
1 月 10 日 ゼロドラフト発表：1/23 までにⅠ・Ⅱ章、2/17 までにⅢ・Ⅳ・Ⅴ章の修
正提案を受付






3 月 15 日 ゼロドラフトに各国修正提案を反映した文書の配布




第 1 回成果文書交渉会合＆第 3 回非公式会合：Ⅲ～Ⅴ章を全体で交渉
文章量：終了時点で、Ⅰ章 5 頁、Ⅱ章 22.5 頁、Ⅲ章 29 頁、Ⅳ章 27 頁、Ⅴ章 101.9
＋ 18.6 頁、計 204 頁
4 月 19 日 共同議長テキストを追記した文書の配布
文章量：Ⅰ章 7 頁、Ⅱ章 31 頁、Ⅲ章 37.2 頁、Ⅳ章 31 頁、Ⅴ章 140.2 ＋ 27.1 頁、計
273.5 頁
4 月 23 日
～ 5 月 4 日
第 2 回成果文書交渉会合：WG1（Ⅲ・Ⅴ章）・WG2（Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ章）の 2 グルー
プで交渉し、2 週目に新共同議長テキストがパラグラフ毎に追加挿入
















5 月 22 日 議長提案文書の配布：これまでのⅤ章がⅤ章とⅥ章に分割
文章量：Ⅰ章 2.3 頁、Ⅱ章 8.7 頁、Ⅲ章 5.5 頁、Ⅳ章 11 頁、Ⅴ章 40.5 頁、Ⅵ章 11 頁、
計 79 頁
合意されたパラグラフ数が各章、および総パラグラフ数に占める比率：Ⅰ章 2/12、
Ⅱ章 7/37、Ⅲ章 0/18、Ⅳ章 6/30、Ⅴ章 4/155、Ⅵ章 0/41、計 17/293
5 月 29 日
　～ 6 月 2 日
第 3 回成果文書交渉会合：5 月 29 ～ 31 日は WG1（Ⅴ・Ⅵ章）・WG2（Ⅰ
～Ⅳ章）の 2 グループで交渉、6 月 1・2 日はテーマ別小グループで交渉
文章量：終了時点で、Ⅰ章 2 頁、Ⅱ章 8.7 頁、Ⅲ章 6.8 頁、Ⅳ章 16 頁、Ⅴ章 36 頁、
Ⅵ章 10.7 頁、計 80.2 頁
合意されたパラグラフ数が各章、および総パラグラフ数に占める比率：Ⅰ章 6/7、










文章量（開始時点）：Ⅰ章 1.5 頁、Ⅱ章 6.5 頁、Ⅲ章 4 頁、Ⅳ章 7 頁、Ⅴ章 25.5 頁、
Ⅵ章 5 頁、計 49.5 頁
合意されたパラグラフ数が各章、および総パラグラフ数に占める比率：Ⅰ章 9/13、
Ⅱ章 17/40、Ⅲ章 6/20、Ⅳ章 13/30、Ⅴ章 66/151、Ⅵ章 4/33、計 115/287
文章量（採択文書）：Ⅰ章 1.6 頁、Ⅱ章 6.4 頁、Ⅲ章 3.5 頁、Ⅳ章 6.4 頁、Ⅴ章 25.3 頁、
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図表４：成果文書 “The future we want” の章立て（< > 内はパラグラフ番号）
出典：“The future we want” を基に筆者作成
　成果文書の仮採択を受け、リオ＋ 20 事務局長の Sha Zukang 氏は成果のポイントとし
て以下の 13 点をあげた 19）。具体的には、① SDGs のプロセスに合意したこと（30 人の代
表からなる作業グループを第 67 回国連総会までに組織し、第 68 回国連総会に報告するこ







Ⅲ . 持続可能な発展および貧困撲滅の文脈におけるグリーン経済 <56-74>
Ⅳ . 持続可能な発展のため制度的枠組み
　　Ａ . 持続可能な発展の三つの側面の強化 <75-76>
　　Ｂ . 持続可能な発展のための政府間組織の強化 <77-86>
　　Ｃ . 持続可能な発展の文脈における環境の柱 <87-90>
　　Ｄ . 国際金融機関および国連のオペレーショナルな活動 <91-96>
　　Ｅ . 地域、国家、準国家、地方 <97-103>
Ⅴ . 行動とフォローアップの枠組み
　　Ａ . テーマ別分野（詳細下記参照）と分野横断的事項 <104-244>
　　Ｂ . 持続可能な発展目標（SDGs）<245-251>
Ⅵ . 実施手段 
　　（前文 <252>）
　　Ａ . 資金 <253-268>
　　Ｂ . 科学技術 <269-276>
　　Ｃ . 能力開発 <277-280>
　　Ｄ . 貿易 <281-282>













たこと、③ハイレベル政治フォーラムを設置したこと（第 68 回国連総会までに第 1 回を

































































































































































































































































報告書を提出するよう要請した。具体的な内容は、2012 － 2015 年に、実施評価指標およ
び尺度の創設、技術移転・ノウハウ共有・能力増強のためのメカニズムの創設、2015 －
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組みに関するネガティブなトーンがポジティブなトーンへと変わったことが分かる。第 2
回準備委員会で提示された事務総長レポートで、グリーン経済を「一義的には環境と経済


















283 パラグラフへと増加したが、Ⅲ章はゼロドラフト・成果文書の両方ともに 19 パラグ
ラフで増減がなかった。また、頁数でみると、17 頁から 32 頁へと増加したが、Ⅲ章は 0.5
頁（1.2 倍程度）増加したのみとなり、文書全体におけるⅢ章の割合はゼロドラフトでの
約 18％から約 7％にまで低下した。なお、ほかの章の増減を確認すると、特に増加が多
かったのがⅤ章で、ゼロドラフト（セクション A・B）で 6.5 頁だったのが成果文書では
約 25.5 頁となり、全体に占める割合は約 38％から約 52％へと増加した。
　Ⅲ章とⅤ・Ⅵ章との関連性については、ゼロドラフトでは、グリーン経済が寄与する分






鉱業などの追加により 26 分野まで広がり、SDGs は対象分野自体が示されなかった。
　以上をまとめると、長い交渉プロセスを経てグリーン経済に生じた様々な変化――グ
リーン経済概念の広がり、グリーン経済の政策・措置・ツールの弱まりや消失、支援のⅥ

























































１）成果文書は、その後 7 月 27 日に国連総会で決議として採択された。決議の原文は、A/
RES/66/288, Sep. 11th, 2012, 参照。なお、今後この成果文書については、“The future we want” 
と略記する。
２）首相級の内訳は、57 名の国家元首（大統領級）、8 名の副大統領、31 名の政府代表（首相
級）、9 名の副首相からなる。United Nations Conference on Sustainable Development, “Rio+20 
in Numbers,” http://www.uncsd2012.org/index.php?page=view&nr=1304&type=230&menu=38 










unced/prepforrio20.htm（2013 年 1 月 9 日最終アクセス）.
７）決議の原文は、A/RES/64/236, Mar. 31th, 2010、参照。なお、決議が採択された際の国連のプ
レスリリースは、GA/10909, Dec. 23rd, 2009、参照。
８） 国連決議 A/RES/64/236 のパラグラフ 26 において要請されていた。
９）“Report of the Preparatory Committee for the United Nations Conference on Sustainable 
Development,”A/CONF.216/PC/5, 2010, para.8 and Annex Ⅱ .
10）“Synthesis report on best practices and lessons learned on the objective and themes of the 
United Nations Conference on Sustainable Development,” A/CONF.216/PC/8, Jan. 21st, 2011, 
para.2.
11）“Co-Chairs’ Summary - Second Preparatory Committee Meeting United Nations Conference on 
Sustainable Development 7-8 March 2011,” http://www.uncsd2012.org/content/documents/Co-
Chairs%20Summary%20of%20PrepCom%202.pdf  (2012 年 10 月 20 日最終アクセス ).
12） “Inputs for Compilation Document: Co-Chairs' Guidance Note,” http://www.uncsd2012.org/
rio20/index.php?page=view&type=12&nr=238&menu=32  (2012 年 10 月 20 日最終アクセス ).
13）Stakeholder Forum for a Sustainable Future,“Rio+20: Analysis of Zero Draft Submissions,”
Jan. 2012.
14）“The future we want,” http://earthsummit2012.jp/zerodraft_en.pdf (2012 年 10 月 20 日最終アク
セス ).　以下、“Zero draft”と略記する。
15）「政府×国内 NGO の意見交換会　第 2 回　ゼロドラフトを受けて」（主催：リオ +20 地球サミッ
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SERVICE/thinktank/kankyou/2030913_1458.html（2012 年 10 月 22 日アクセス）.
19）“Remarks by Mr. Sha Zukang Under-Secretary-General for Economic and Social Affairs 
Secretary-General of the 2012 UN Conference on Sustainable Development (RIO+20),”http://
www.uncsd2012.org/content/documents/855Remarks_Plenary%20Meeting_19June_for%20
posting.pdf （2012 年 10 月 22 日最終アクセス）.
20）外務省「成果文書概要」http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/kankyo/rio_p20/pdfs/gaiyo2.pdf 
（2012 年 10 月 24 日最終アクセス）。










27）United Nation Environment Programme, “About GEI,”  http://www.unep.org/greeneconomy/
AboutGEI/WhatisGEI/tabid/29784/Default.aspx（2012 年 8 月 31 日 最 終 ア ク セ ス ）, United 
Nations Environment Programme, Towards a Green Economy: Pathways to Sustainable Development 





30）Stephen D. Krasner, “Structural causes and regime consequences: regimes as intervening 
variables,” International Organization, vol. 36, no. 2, spring 1982, p.186.
31）国際レジームとガバナンスについての包括的な議論については、山本吉宣『国際レジームとガバ
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